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50代 男性
【主訴】

・パーキンソン病（左半身のこわばり・震え

歩行困難）

・便秘気味

・不眠（入眠がうまくいかない・３～４時間で

目が覚めてしまい、再び眠りにつきにくい）

・頻尿
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パーキンソン病とは

進行性の神経疾患（指定難病）

《パーキンソン病の症状》

・動作の遅さ

・手の震え

・筋肉のこわばり

・不眠・便秘・排尿障害 など
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2024.5.18 １回目相談会

・ 2年前（2022年）にパーキンソン病を発症

当時仕事はやることがなく、退職しようか考えたが相談相手も

いなかった

・喜怒哀楽がない

・人と付き合うより、1人でゲームをしていた方が楽しい

（自分のことだけ考えていたい）

・母親の考えの中で生きてきて、コントロールされていた

歩くこともおぼつかず、１つ１つの動作に時間がかかる

2時間の相談会中に座っていられず、トイレ中断
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１回目相談会選択レメディー

随時 サポートφ奴隷 （母親によるコントロールされた人生）

朝 Caust. LM1 TBRより選択

頑なな心・身体と心の麻痺

昼 Syph. LM2 梅毒マヤズム傾向

(身体の硬化）

夜 Lyc. LM3 TBRより選択

自信のなさ

人前で失敗することへの恐怖
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１回目相談会での宿題

喜怒哀楽が希薄なため、笑う練習を相談会中に行う

《次回相談会までの宿題》

・家でも面白くなくても、

声を出して笑う練習をする
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2024.7.13 2回目相談会

【1回目相談会からの変化】

・頻尿→改善

・以前より長い時間座っていられるようになった

・前回よりも歩きやすそうにみえた

・表情が柔らかくなり、自然な笑顔がでるように

なった
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【新たな気づき】

・人に否定されたくない

・やる前に諦めてしまう傾向がある

・いつも着ぐるみを着ているような感覚

（素の自分を見せたくない、恥ずかしい）

・規則を守ることで、ダメな自分でないと感じられる

・成績優秀だったが、高校受験に失敗してしまった

母親に認めてもらいたかったのかもしれない
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２回目相談会選択レメディー

随時 サポートφダメな奴になりたくない（優秀インチャ）

朝 Caust. LM2 TBRより選択

頑なな心・身体と心の麻痺

昼 Kashima-w. 30C 鹿島神宮の手水

気持ちを前向きにし勇気をくれる

夜 Sep. LM4 TBRより選択

無気力・便秘気味
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2回目相談会での宿題

《次回相談会までの宿題》

・声を出して笑う練習（継続）

・寝る前に自分の身体と心に「お疲れさま」と声をかけ

労わってあげる

・感じた感情をそのままノートなどに書きだす

©JPHMA&satomi



2024.11.16 ４回目相談会

【前回から変化】

・左半身のこわばり、震え→改善

・長時間座っていても、身体のバランスが崩れなくなる

・睡眠導入剤を使わずに眠れる日も増えた

・夜中に目が覚めても、熟睡とまではいかなくても

再び眠れるようになった

便秘気味・日中の眠気→改善されず
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４回目相談会選択レメディー

随時 サポートφこうあるべき こうでなければの意識

朝 Ph-ac. LM４ TBRより選択

自分を責める傾向・日中の眠気

昼 Carc. LM５ 感情の抑圧

夜 Rhus-t. LM６ TBRより選択

身体のこわばり・睡眠障害

寝る前 Rose-q. 200C(粒） ハートチャクラを開く
©JPHMA&satomi



《結果》

・身体の動きがスムーズになり、体調がよくなった

・表情も柔らかくなり、声を出して笑うようになった・

・歩くときに考えて足を出していたが、考えなくても

スムーズに歩けるようになった

・リュックを背負うこと、歩くことの２つの動作を同時に

できるようになった
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・長時間座っていられるようになったが、

血流が悪くなりそうなので歩くようにしていたが、

長時間座っていられるので、

立ち上がることを忘れることが悩み（笑）
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《考察》

・家で笑う練習という宿題に真面目に取り組んで

いただいたり、お話したことを実行してくれたことで

心が緩み表情が緩み、身体も緩んできた

それに伴い、左半身のこわばりや震えがよくなった

・インナーチャイルドを癒すことは男性には難しいところ

もあるかもしれないが、サポートチンクチャーが

助けになってくれた
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・パーキンソン病を発症されている方は、感情を

表に出さない方が多いように感じられる

そんな頑なな心に、Caust.のレメディーがよく作用して

くれた
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最後に
コングレスでの発表を快諾していただいた
男性に感謝致します。

御覧くださり、

ありがとうございました。
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